
京田辺市農業委員会の農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況

農業委員会等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）第１９条第２項の規定により推薦を受けた者及び募集に応募した者を公表します。

令和８年２月５日

【総括】

【推薦・応募の状況】

耕作面積
（㎡）

従事期間
（年）

性
別

年
齢

職業等
代表者又は
管理人の氏名

目的

①構成員の数
②構成員たる資格
③法人又は団体の性格を明
らかにする事項

普
賢
寺
区
域

1 推薦 藤林　弘義 男 66 農業 14,651 30
水取区

水取農家組合
－ － －

水取区長
井上　喜孝

水取農家組合長
藤林　和也

・区民相互の連帯と親
睦、伝統と誇り、区の健
全な発展に寄与

・組合員相互の親睦と経
済的地位の向上、農業生
産力の増強

①289
②水取区民
③－

①50軒
②水取区内に居住する農家
③－

・区役員の経験もあり地域の課題に精通され
区民からの信頼も厚い人物です。また、一期
目の実績も十分に評価できるものであり、推
薦させていただきます。

・農家組合長の経験もあり、農家組合員から
の深い信頼を得て、常にリーダーシップを発
揮して組合員を引率して頂いております。豊
富な農業経験を持ち、何事にも真摯に取り組
んで、みんなの良き相談相手となって頂いて
おります。農地利用最適化推進委員に適任の
人物として、推薦させて頂きます。

普賢寺 有

三
山
木
区
域

2 推薦 小泉　辰夫 男 70 農業 16,424 25 山本農家組合 － － －
農家組合長
小谷　清志

山本農業維持・発展
①43
②組合員
③－

小泉辰夫氏は、これまで山本地区の役員を歴
任されており地区の担い手農家からの人望も
厚く地域の事情に精通されています。また、
現農地利用最適化推進委員であり、農業に対
する知識も豊富であり農業委員会業務に貢献
出来ると考えるため推薦いたします。

三山木 無

大
住
区
域

3 推薦 澤井　良和 男 71 農業 1,200 50 三野区 － － －
三野区長
澤井　忠彦

区民の相互の親睦を図
り、秩序を守り、かつ区
民の福祉の充実と、区の
将来の発展に寄与するこ
と。

①46軒
②三野区民
③－

令和３年度に三野区長を務め、令和５年から
農地利用最適化推進委員として職務を全う
し、今後も継続して尽力して頂くことが望ま
しく、区として最適任者として推薦いたしま
す。

大住 無

個人 法人・団体

（株）ｶﾅｶﾞﾜ入社
　(S51.4.4.1～)
山城食料（株）入社
　(S53.5.1～)
（株）京山退社
　(R2.5.1)
三野区長
　(R3.4～R4.3)
農地利用最適化推進委員
　(R5.7.20～現在)

水稲

農地の耕作放棄地を撤廃し、担い
手組織作りに努め地域農業を発展
させていくために、引き続き職務
を遂行していきたいと思ってい
る。

12

1

農業委員
への推
薦・応募
の有無

1

2

0

2

4

0

4 13

抱負又は応募の理由

農業経営の状況
推薦・応
募する区
域推薦の理由  氏名又は名称

推薦した者

0

3

田辺区域
（人）

氏名
性
別

年
齢

職業等

合計
（人）

1

0

営農類型
経歴

2

1

3

区
域
区
分

区分

推薦を受けた者（個人推薦
又は法人・団体推薦）

応募した者

合計

推薦を受けた者又は応募した者

提
出
番
号

推薦・
応募の
区分

2

1

大住区域
（人）

3

草内区域
（人）

三山木区域
（人）

普賢寺区域
（人）

水取農家組合長
　(H22.4.1～H23.3.31)
農地利用最適化推進委員
  (R5.7.20～現在)

水稲・露
地野菜

２期目になりますが水取区の１０
年後の耕作地を維持するために障
害となる問題点 ①獣害問題 ②耕
作者の問題 ③耕作機械の問題を解
消するために ①地域をあげての獣
害対策 ②受け皿となる組織の法人
化、経営 ③集落営農による 耕作
機械の共同所有の実現を実施しま
す。

山本区農家組合長
　(H11.4.1～H13.3.31)
　(H14.4.1～H15.3.31)
山本区区長
　(H26.4.1～H27.3.31)
城陽市消防本部予防課長退
職
　(H27.3.31)
京都府危険物安全協会連合
会専任講師
綴喜防犯協会防犯推進委員
　(H28.4～現在)
農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在)

水稲
その他

高齢化又、後継者の問題等多くの
課題により休耕田又、荒廃農地が
増加する中、その解決策を模索し
ていきたい。地域農業が発展する
よう取り組んでいきたい。



大
住
区
域

4 推薦 村瀬　梓 女 38
農業・
介護

1,045 5 岡村区 － － －
岡村区長
岡本　増実

区民の福祉及び農業環境
の維持、充実を図る。

①86軒
②岡村区に居住
③－

岡村区で生まれ育ち、自身の農作業に熱心に
取り組まれている。岡村区周辺の耕作放棄地
等において、農作業初心者に野菜づくりを指
導されている。現在も農地利用最適化推進委
員として、十分にその役割をはたされてい
る。以上のことから適任者と考えられるため
推せん致します。

大住 無

田
辺
区
域

5 推薦 里西　正治 男 68 農業 12,000 56
興戸農事実行組
合

－ － －
興戸農事実行組
合長
里西正治

農業の振興と農業経営の
改善を図り地域農業推進
に寄与する。

①72
②農地を所有する者
③－

地元での営農経験もながく、区長及び農事実
行組合長を歴任され人望も厚くかつ責任感も
強く適任と考えます。

田辺 無

大
住
区
域

6 推薦 森　泰嗣 男 64 農業 13,000 6 西八区 － － －
西八区長
北川　秀樹

地域の住民が相互に協力
連携し、良好な地域社会
の維持発展を目指す。

①120
②西八区に居住する者
③－

農業経営に積極的に取り組み、地域のリー
ダーとしても意欲的に活動されており、区民
からも厚い信頼があるため。

大住 無

三
山
木
区
域

7 推薦 植城　康雄 男 69
医療機
関運転
手

1,875 50 高木農家組合 － － －
高木農家組合長
保田　昭雄

地域農業の振興を図る。
①38
②農地所有者
③－

遊休農地の発生防止や解消のため農地の利用
を促進し、地域の農業の維持発展に尽力いた
だける方であり、農地利用最適化推進委員に
適任でありますので、推薦させていただきま
す。

三山木 無

普
賢
寺
区
域

8 推薦 田中　和雄 男 77 農業 2,597 21
多々羅区農家組
合

－ － －
多々羅区農家組
合長
橋口　康夫

農用地の総合的な効率、
利用保全を図り、必要な
措置を講じる事により
多々羅区の農業振興 保全
を図る。

①17
②区内の農地所有又は使用
収益を有する者で組合の施
設利用が相当と認められ同
区に住所を有する農業者
③－

多様な経歴のある方であり、自信をもって推
薦します。農家組合会議で決定しました。

普賢寺 無

普
賢
寺
区
域

9 推薦 森田　三彦 男 72 農業 7,500 30 高船区 － － －
高船区長
森田　日臣

地域の自治
①33
②高船区に居住するもの
③－

推薦する森田三彦氏は農業委員として６年間
役職を務めていただいており、人望も厚く地
域のリーダーとして意欲的に活躍されている
方です。地域においては担い手の高齢化及び
後継者不足が重なり農業経営が大変困難な状
況下であるが、新たな農業のあり方の構想信
念をお持ちですので農業委員に適任と考えま
す。

普賢寺 無

水稲・露
地野菜･花
キ

今日までの経験等を活かし、地域
農業の推進に努めていきたい。

－ 水稲

昨今の農業は、後継者不足から放
置された農地が目立ってきてお
り、遊休農地の発生防止及び解消
を図るため地区の農地をパトロー
ルや利用状況を調査し、行政と連
携しながら農業と地区の振興に取
り組み遊休農地の有効利用の促進
を図り、地域農業の維持及び発展
に貢献したい。

農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在)

水稲・露
地野菜

この度、高船区で農地利用最適化
推進委員に推薦されました。高船
地区においては、近年担い手の高
齢化、後継者不足が重なり農業経
営及び維持管理が大変困難な状況
です。我々農家としても農地を放
棄する訳にもいかず守って行かな
ければなりません。風光明媚な里
山環境を保全し荒廃農地や耕作放
棄地の防止に取り組み地域の農業
が発展する様、微力でありますが
頑張っていきたいと思います。

西八区農家組合長
　(R4.2.1～R5.1.31)

水稲・露
地野菜･果
樹

私はこれまで培ってきた知識と経験を
生かし、地域農業の一員として持続可
能な農業発展に貢献したいと思いま
す。西八区でも高齢化や担い手不足の
課題を抱える一方で、豊かな環境や先
人たちが築いてきた知恵と技術という
財産があります。それらを大切に受け
継ぎながら安定した生産性と品質向上
に努め地域の皆様に信頼されるように
進めたく思っております。また、地域
とのつながりを重視し、地元の方々と
の協力や交流を通じて農業が地域活性
化の一助となるよう努力してまいりま
す。

農地利用最適化推進委員
　(R5.7.20～現在)

水稲・露
地野菜･果
樹

来期においても、農地利用最適化
推進委員として推薦を受けること
となり、前期の活動に通じて得た
知見や課題を今後の取組に活かし
てまいります。農地の適正利用の
推進に加え、担い手不足の解消に
向け、農業未経験者や地域住民が
農業に関わる機会を創出し、農業
関係人口の増加を図りたいと考え
ており、関係機関や地域との連携
を深め、持続可能な農業環境の形
成に貢献してまいります。

多々羅区区長
　(S59.4.1～H11.3.31)
多々羅区農家組合長
　(H26.4.1～27.3.31)
農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在)
社会福祉委員会分会長
　(R3.4.1～)
多々羅老人会会長
　(R3.4.1～5.3.31)
居場所づくり会長
　(R3.4.1～5.3.31)

水稲

私は、水田で、ヒノヒカリこだわ
り米を作り、ＪＡへ出荷していま
す。一方で、多々羅区も高齢化が
進み、後継者不足や、農機が高い
ので、農機が壊れたら、農業を辞
めるという話しも聞きます。緑豊
かな、京田辺市の水田や畑等を守
るため、微力ですが、力を尽くし
たいと考えています。

興戸区長
　(R6.4～R7.3)
興戸農事実行組合長
　(R7.4～現在)



草
内
区
域

10 推薦 山岡　善男 男 68 農業 4,717 20 東実行組合 － － －
東実行組合長
古川　宏昭

東区の農業振興と組合員
の農業経営の改善

①70
②組合員
③－

永年農業を営み、地元でも指導的立場の農家
である。地域のことも熟知しており、今後、
農地利用最適化推進委員として地域をけん引
していってもらえるものと思います。

草内 有

田
辺
区
域

11 推薦 河村　信行 男 76 農業 12,000 50 薪農家組合 － － －
薪農家組合長
喜多　義治

薪地区農業の振興を図
り、組合員の農業経営の
充実に寄与することを目
的とする。

①121
②薪地区に住所を有する農
業者で組合費を納入する者
③－

・現在農業に従事し、地域の実情に精通して
いる。
・農業委員として荒廃地の解消や新たな荒廃
地出現防止に尽力している。
・農業のかかえている諸問題に対し、アイデ
ア創出し積極的な対応をしている。
・農業への取組意欲は旺盛で、仕事への粘り
強さ、持続力は定評で、地元農業の改善発展
に尽力を期待している。

田辺 無

普
賢
寺
区
域

12 推薦 正田　文敏 男 64 農業 12,000 25 打田区 － － －
打田区長
北村　幸輝

地域住民が相互に協力連
携し、良好な地域社会の
維持発展を目指す。

①75世帯
②区内在住者
③－

中山間地域で環境に合った農業活動を、積極
的に進めている姿を見たら正田さん以外にな
いので、打田区として彼を推薦致します。

普賢寺 無

田
辺
区
域

13 応募 西川　基明 男 53 農業 3,707 3 － － － － － － － － 田辺 有

田辺区役員
　(2017.4～現在)
田辺北土地区画整理組合監
事
　(2024.2～現在)

水稲

言わずもがな、近年の農地や農業
者を取り巻く環境は困難を抱えて
います。その中でも、米価の大幅
な変動や、抹茶の価格の高騰な
ど、長らく固定化されていたもの
が動き出す潮流が見えていること
も確かです。その時流に乗って、
私自身も経験している新規就労者
の困難の軽減や、地域社会の中で
一定の役割を果たす農地の保全や
継承に尽力する所存でございま
す。

薪農家組合副組合長
　(H29.4.1～R2.3.31)
薪農家組合組合長
　(R2.4.1～R5.3.31)
農業委員
　(R5.7.20～現在)

水稲・露
地野菜

市内の農業を営む農業者の高齢化や後
継者（担い手）不足又労働や投資に見
合う収入が得られない等から営農者が
減少し耕作地の荒廃地が増加してい
る。市内でも当地域は、農地面積や農
家戸数は多いが、1枚当たりの面積は少
なく、区画は不整形で未整備のままで
す。今後は、農地最適化推進委員とし
て、農地所有者、農家組合、市や関係
機関と連携しながら、上記の課題（地
域での話し合い、集落営農組織設立に
向けての検討、農業振興農地を中心に
基盤整備の推進等）に取り組み出来れ
ばと考えます。

農地利用最適化推進委員
　(R2.7.20～現在)

水稲・施
設野菜・
露地野菜

微力ではありますが、農地利用最
適化推進委員を続けたく思いま
す。

農家組合長
　(H26.4.1～H27.3.31)
綴喜西部土地改良区総代
　(R2.7.1～現在)
東地区多面的協議会会長
　(R7.7.26～現在)
やましろ農協総代
　(R7.7.27～現在)

水稲

当地区は 給排水の整った 良質の
田畑が多数ありますが 他地区と同
様に 高齢化 担い手不足により 耕
作放棄地が出やすい状況です。地
区の農業組織での経験を活かし 若
い力のある担い手に 農業を集約し
農家組合や地域の人々と共に 農地
の環境を 維持、発展させたいと思
います。


